
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．臨床看護活動の意味を学ぶ。
２．生活者を身体的側面から理解するための方法を学ぶ。
３．生活者を精神的側面から理解するための方法を学ぶ。
４．家族のもつ機能を知り、その機能が破綻したときの援助について学ぶ。
５．健康レベルの経過と看護の基本的な役割を学ぶ。
６．生涯各期における健康の保持増進や疾病予防における看護について学ぶ。
７．急性期・回復期・リハビリテーション期・慢性期・終末期にある対象の特徴を理解し、
　　対象・家族への援助方法を学ぶ。
８．危篤時から臨終・死亡時の対象の特徴を理解し、対象・家族の援助方法を学ぶ。
９．手術療法の目的と特徴について理解する。
10．麻酔の種類と適応，さらに術後合併症への対応について理解する。
11．系統臓器別の手術療法の術式や適応などについて学ぶ。
12．救急時に行われる心肺蘇生法について理解する。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．臨床看護とは
２．看護師の役割と機能
３．患者の理解
４．家族の理解
５．健康レベルの経過と看護
６．健康の保持・増進・予防の看護
７．急性期にある患者の看護
８．回復期・リハビリテーション期にある患者の看護
９．慢性期にある患者の看護
10．終末期にある患者の看護
11．危篤時：死への看護
12．手術療法の目的
13．手術療法の特徴
14．術前検査と手術の決定
15．手術のクリティカルパス
16．麻酔の種類とその施行に伴う診療
17．心肺蘇生法

【テキスト／参考文献】

看護学入門７　基礎看護：臨床看護概論　（メヂカルフレンド社）
看護学入門７　特論：治療法概説　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師・専任教員

分野 専門分野 科目名 臨床看護概論Ⅰ

時間 35時間 開講時期 1年次（後期）


